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■建築の道を
　1961年鹿児島の桜島生まれの日建設計シニアエ
キスパートの構造家・原田公明さん。爽やかで穏や
かな雰囲気はいつも変わらない。原田工務店を営む
父であったから建築の道へは自然に。県立高校を卒
業して進んだ鹿児島大学工学部ではシェルの研究
をしていた。…というか実は，勉強は二の次でほ
とんどの時間を端艇部に費やしていたという。ボ
ートには詳しい覇志堂と大いに話が弾む。コック
スとしてクルーに号令を出す役目を担っていたと
いう。原田さんは，自分は力が弱かったからとい
うが，後ろ向きでひたすら漕ぐクルーをゴールへ
と導く重要な役目である。冷静な統率力とマイン
ドは端艇部熱中時代に培われたものとみえる。大
学院は東京の大学と決めていたから，研究室の教
授と縁のあった東京都立大学大学院工学研究科へ。
構造実験を中心にした耐震壁の設計をして，やっ
と構造に真剣になったといいます。
■日建設計で
　原田さんは受験者が5名いた中で，コネも実力も
何もなかった自分が日建設計に採用されたのは今
も不思議なのだという。研修が終わり，最初の担
当がわが国初めての本格的DPGガラスファサ
ードを実現した旧日本長期信用銀行本店
（1993年）の仕事であった。構造家の竹内徹
さんが新日鉄のエンジニアとしてかかわ
っていた。これが原田さんの構造家人
生にとって大きな財産となることを，
若い原田さんはふわりと感じて
いたのかもしれない。もう
一人，会社では構造家の小
堀徹さんが上司だったのも
恵まれていた。さいたまス

ーパーアリーナ（2000年），日建設計東京本社ビル
（2003年）などを手始めに日建設計を代表する建物
を設計して来られたのです。
　2019年には第14回日本構造デザイン賞を受賞し
た。選考委員長の金田勝徳さんは，代表作として
挙げられた3作品（コウヅキキャピタルウエスト，
立教大学新座キャンパス新教室棟，武蔵野大学武
蔵野キャンパス第一体育館）のいずれも技術的な
独自性をもち，構造設計に対して高い貢献をした
と記している。竹内徹さんは選考委員の立場で，立
教大学新座キャンパスは「だまし絵のようなシャ
ープなエッジのRCフレームが印象的で，その手が
あったかと唸らせられた」といった。さまざまな
素材を活かした構造デザインは，原田さんが影響
を受けたピーター・ライスの設計思想が生きてい
る。建築家とエンジニアの違いを明確に意識して，
革新性を求めて設計しているのが原田公明さんな
のです。
■博士号と教授
　3年の月日をかけて博士号を取り，公募があった
東京都市大学に応募して特任教授に採用された。建
築都市デザイン学部でこれから5年間，研究室を持
ち週に2日間は本格的に後進の指導に当たる。日建
設計で認められた勤務体制である。
　大上段に立って教育方針を語るわけでもなく，
淡々と今年度からすでに新しいスタートを切って
いると語る。企業構造家として培ってきた技術を，
構造設計でもコストも理解できるエンジニアにな
るよう伝えていきたいし，手計算やアナログで行
う構造設計の大切さも伝えたい。「構造の初歩を一

緒に学んでいくつもり」と，相変わらずの
ソフトなお答えが返ってきます。
　趣味は？と聞くと，照れながらも
身を乗り出して「実はですね，こ
の数年ジャズを唄うのが好きにな
って」。趣味人の小堀徹さんの愛弟
子であり，会長の亀井忠夫さんも
サックスの名手なのだから当然か
と覇志堂も合点する。お二人と，
銀座のジャズライブでの披露を目
指して精進中とのことです。
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ちょうど本誌（2023年6～8月号）に図書館論を
三本書き終え，次に何を書くべきかを思案していた
ときに，役場庁舎とコミュニティホール，そして図
書館機能を併せもつ複合機能建築の設計プロポーザ
ルで最優秀案に選定された。

それらは別々の場所で独立して運営されていたの
だが，各地域の統廃合が進み，人口減少と効率化を
目指した公共建築の再配置計画が行われ，すべてを
一箇所に統合し，集約して運営することとなり，設
計プロポーザルが実施された。人も少なくなってい
るうえに各地域とも財源には余裕がないので，この
ような事例が進むことは自明であったともいえるだ
ろう。

プロポーザルに参加するため現況の使われ方を分
析すると，現図書館の運用形態はなかなか一筋縄で
はいかない点があった。図書館を管理する人員不足
で，図書館に行っても図書閲覧スペースの入口を開
けるためには，まず管理事務所に在席する管理者に
お願いして，部屋の扉の鍵を開けてもらう必要があ
る。この運用ではとても「気軽に」「ふらっと」図
書館を使う状況にはならない。

この理由の一つは，図書を貴重な「財」として保
存保管することが図書館の使命であるという考え方
からであろうし，そのこと自体に賛否はあれども，
真っ当な考え方ではある。しかし，書籍と人との新
しい関係を構築している図書館が多くなっている
今，書籍のもつ可能性に対してやや閉じてしまって
いる感が否めないのも事実である。

また，コミュニティホールの運用も同様。単独単
館での運営を行っていることもあり，町民イベント
などの催しもの以外は，普段はほとんど使われてい
ない。村で一番大きな気積をもつ建物が，人々の
日々の生活にはまったく現れてこないことは本当に

もったいない。
もともとは旧役場庁舎の耐震性能不足，そして設

備更新も含めた現代社会の働き方へのアジャスト
が，役場新庁舎建設計画の発端となったのであろ
う。しかし，人口2,500人の村ではあるが，その村
域面積は広く，他にも多くの公共建築が点在する。
それらの現時点での使われ方，そして今後の耐用年
数を鑑みた結果，統廃合案が生まれたのだと想定さ
れる。
⦿閉じた機能を開いていく

筆者ら設計チームは，まずコミュニティホールを
「開く」ことからスタディを始めた。ただただ大きな
空間を無駄に据えておくだけの，閉じたコミュニテ
ィホールではなく，普段から人々が行き交い，イベ
ントなどなくとも皆が日常的に使いこなせる公共空
間としての，本質的なコミュニテイ発生装置として
のホールである。そのうえで，ホールの周辺に図書
館機能を設け，自然発生する人流と滞在に図書閲覧
スペースが絡んでいく仕掛けを構築することとし
た。

役場庁舎の執務機能をしっかりと確保することを
大切にしながら，役場の待合空間にも図書閲覧スペ
ースが染み出してくるデザインとすることで， 普段
から使われる図書館，図書スペースのあり方を模索
し，提案した。

これから本格的に設計が始まるのだが，図書スペ
ースの使われ方， デザインの方向性には，既に多く
の意見が噴出していると仄聞しており，熱い議論と
なることが予想される。しかし，若手職員のWGが
自発的に立ち上がるような自治体である。新役場庁
舎は，旧態依然のアーキタイプから最も離れた建築
となる，そんな予感がするプロポーザルであった。

 （えんどう　かつひこ）
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